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【 研 究１ 】  

ニ ン ジ ン に 含ま れるサポ ニンの生 理作用は 多彩であ るが、中 枢神経系に

対 す る作 用 は 、抗 ス ト レス 作 用 の 一 つ と し て注 目 さ れ る 。 中 枢 神 経 へ の 血

流 増 大は 、 神 経活 動 を 高め る こ と か ら、 サ ポ ニ ン の も つ 血 管 拡 張 作 用 に 着

目 し た 。 ウ シ 大 動 脈 由 来 内 皮 細 胞 (BAEC) を Hank’ s  Balanced Salt 

So lu tion  ( HBSS)中 に て 蛍 光 一 酸化 窒素（ NO） 検 出 薬 (DAF-2 DA)を 取 り 込 ま

せ た 後、 共 焦 点レ ー ザ ー顕 微 鏡 上 に てブ ラ ジ キ ニ ン あ る い は サ ポ ニ ン を 添

加し、経時的に DAF-2 の 蛍 光 強度の変化を観察した。画像を取得する と共

に 、 任意 の 細 胞内 の 蛍 光強 度 を 附 属 のソ フ ト ウ ェ ア を 用 い て 計 測 し た 。 ブ

ラジキニンに比べてわずかではあるが、サポ ニンには、NO の 産 生 を促 進す

る作用が あること がわかっ た。 NO に は 強 い 血 管 拡張作 用がある ことか ら 、

従来言われているサポニンのもつ血管拡張作用は、NO 産 生 を 促進する こと

によるものと考えられた。  

 

【 研 究２ 】  

セ ロ ト ニントランスポーター (SRT)は 、抗 う つ薬 の分子標的であり、シ ナ

プス間隙のセロトニン濃度を高める作用を有する。SRT 阻 害 剤は SSRI と し

て 安 全性 の 高 い薬 剤 と して 市 販 さ れ て い る。 こ れ ら の 薬 剤 の 短 期 的 な 薬 理

作用は、 SRT の 抗 う つ効果は、 SSRI に よ り SRT が シ ナ プス細 胞膜から細胞

内への内在化されることにより発揮される。SSRI を 使 用 し ている患者には、

高度に骨代謝異常が観察される。そこで、 SSRI に よ る 骨 代謝異常が、破骨

細 胞 の活 性 化 によ る 可 能性 を 検 討 し た。 そ の 結 果 、 破 骨 細 胞 に は セ ロ ト ニ

ン受容体および SRT が 発 現 し、SSRI の 処 理 に より破骨細胞機能が低下 する

こと、さらに SRT の 内 在 化を もたらす細胞内装置を備えていることを 明ら

かにした。そこで、破骨細胞に発現する SRT を モ デ ル として、各種人 参成

分の効果を、本評 価系でスクリーニングした。各種人参成分を用いて、SRT

の セ ロ ト ニ ン 輸送 活 性 につ い て 検 討 し た結 果 、 サ ポ ニ ン に は 阻 害 効 果 は 見



られなかったが、セロトニン輸送阻害活性を有する化合物が確認された。  

 

【 研 究３ 】  

 サ ポ ニ ンおよび主要生体内代謝産物が血管を弛緩するか、また、血管 弛緩

作用が内 皮からの一酸化窒 素（ NO） の 産 生 に よるかどうかについて検 討 し

た 。 ラッ ト の腹部 お よ び 胸 部 大 動 脈 摘 出 標 本 を リ ン グ状 に 切 り 、 血 管 の 張

力 を 測定 す る 。あ ら か じめ フ ェ ニ レ フ リ ンで 収 縮 さ せ た 血 管 に 、 サ ポ ニ ン

および主要生体内代謝産物を投与して弛緩反応をみた。内皮由来の NO に よ

る か どう か を 検討 す る ため に 、 内 皮 を剥 離 し た 血 管 を 用 い て 同 様 の 実 験 を

行 っ た。 サ ポ ニン は 血 管弛 緩 を 示 さ な か っ た。 主 要 生 体 内 代 謝 産 物 で は 用

量 依 存生 に 弛 緩反 応 が みら れ た 。 内 皮の 無 い 血 管 標 本 、 お よ び Ｎ Ｏ 合 成 酵

素阻害薬（Ｌ -Ｎ Ａ ＭＥ）の存在下においては弛緩反応がみられなかっ たこ

と よ り、 こ の 反応 は 内 皮由 来 の Ｎ Ｏ に よ る弛 緩 反 応 と 考 え ら れ た 。 サ ポ ニ

ン が その ま ま の形 で は 血管 弛 緩 反応 は 無 い が 、 生 体 内 で は 代 謝 さ れ 代 謝 産

物 と なり 作 用 を発 揮 し た。 サ ポ ニ ン で は弛 緩 が な い の に そ の 生 体 内 の 代 謝

産 物 で弛 緩 作 用が 認 め られ た こ と よ り、 代 謝 産 物 の 検 討 が 重 要 で あ る こ と

が示唆された。  

 

【 研 究４ 】  

ニ ン ジ ン は 代謝 系、内分 泌系、循 環系に働 き生体の 機能を正 常に保つと

い う 効能 が あ る。 ニ ン ジン の 主 要 生 理 活 性 成 分は サ ポ ニ ン で あ る 。 サ ポ ニ

ン は 経口 摂 取 後、 主 要 生体 内 代 謝 産 物 と な る 。 ニ ン ジ ン の 生 理 活 性 に は 、

こ れ らの 代 謝 産物 が 注 目さ れ る 。 本 研 究で は 、 ア メ リ カ ニ ン ジ ン の 抽 出 物

とその血 中代謝物 の抗酸化 活性と PC12 細 胞 に お け る 親和性を 検討し た。

アメリカニンジン成分とその代謝物には DPPH（ diphen yl  pi cry lh ydra zy l）

ラ ジ カル 消 去 能は み ら れな か っ た 。 ア メ リ カ ニ ン ジ ン成 分 と そ の 代 謝 物 は

強い細胞内 ROS 生 成 抑 制効果 を示さなかった。ニンジン成分による細 胞毒

性はなかった。 H2 O 2 ま た は LAOOH 誘 導 細 胞毒 性に対するニンジン成分 の抑

制効果は見られなかった。化合物の PC 細 胞 と の親和性は化合物の疎水性に

依存し、 疎水性の 高い主要 生体内 代謝産物は疎水性 の低いそ の他の ﾌﾗﾎﾞ ﾉ ｲ

ﾄﾞと 比 べ て細胞 との親和性は強かった。  

 

 



【結語】  

 ニ ン ジ ン に 含ま れ る サポ ニ ン お よ び 生 体 内 代 謝 産 物 は 多 彩 な 抗 ス ト レ ス

作用を有することが示唆された。  


